






Abstract   
ThisreportintroducestherecyclingclassundertakeninOkitown．Recyclingclasshereisasocialstudiesclassof  
elementary schoolfourthgradersinwhichthe significanCeOfrecycling－0rientedsociety，WaSte SOrting，Okitown’s  
recyclingactivities，etC．，aretaught．Therecyclingclasswasundertakenasoneofcontinualenvironmentaleducation  
through searchingfor amethodofcollaborationbetweenthe town’s EnvironmentalDepartmentandtheboard of  








ある。   
住民の参加が不可欠な循環事業においては、こうし  












1．はじめに   
本稿では筆者らが2006年度から取り組んでいる福  












☆ 長崎大学大学院生産科学研究科  
☆☆ 長崎大学大学院生産科学研究科・大学院生  
☆☆☆長崎大学教育学部  
（受理年月日 2009年3月31日）  
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ングという視点から若干の分析を加えた。  
2．大木町における循環事業   
福岡県大木町は人口14，500人、世帯数亀300の小規  


















・2000年度 新エネルギービジョンを策定し、現在の   
循環システムの構想を描く  
・2001～03年度 産学官共同プロジェクトによる、循   
環システムの研究、地域実験を重ねる  
・2005年 ノVオマスタウンに認定され、プラント着工  
・2006年 プラント稼働  
・2007年 循環授業の開始  
表1．大木町ごみ処理量と数値目標  
越えて44％も削減している。なお、2009年度には70％  















3．循環授業の試み   
大木町との共同研究「循環センター活用プランの研  
究」（2006、07年度）を活用して、循環授業に取り組  
んだ。   
循環授業では、児童が以下の3点の知識・能力を獲  
得することを目的に、取り組んだ。   
①大木町の循環の取り組みを理解する   










ごみ処理量と  燃やすごみ  燃えないごみ  
ごみ計  
数値目標            家庭  事業所  粗大  家庭  事業所   
2005年度処理量   2241t  710t  54t  93t  3t  3101t   
（基準年）  
1267t  351t  35t  59t   173二～t  
2007年度処理量  轡篭 轡づ‘√阜 
（参考）   ほ浄机  360も  52七  70七   うt  i985t   
2007年度目標  野33r∬〉  ▼ヰウ＋∵  ≦〈  習251錆  0（錆  ’野36（シて〕   
（参考）   7：∋f）セ  ‖宜施  封纏  ト十うt   2七  隼封塞   





























4．循環授業の経緯   
残念ながら、循環授業はスムーズに開始されたので  





















学ぶことが可能になった。   
こうしたやりとりのなかで、環境教育を実施するた  











が理解していたとは思えない。   
また、児童・生徒に具体的に何コマ使って、何を伝  
えるのかということも環境課では整理されていなかっ  
た。   
こうした姿勢は大木町の環境課に限ったことではない。   
数年前、A市では環境課によって、小学生向けの環  
境読本が作成された。写真やイラストが多用され、漢  
字にはルビも打たれて、内容も充実したものである。   
しかし、この環境読本を使う学校はなかった。その  
ため、これを作成した環境課の担当者は「わが市の学  


















大木町では循環授業が成立した。   
一方、循環授業を受け入れる学校の側のメリットも  
ある。   
くるるんの仕組み、町の循環事業などは、大木町に  
ある小学校としては児童に教えたい内容だが、教師個  
－73－   
































ス活動である。   
「4．参加者に経験活動の振り返り（総括）の時間を  
含んでいるプログラム」は、社会科と連携しているた  
め、きちんとした振り返りの時間が確保されている。   
まさに、循環授業はサービス・ラーニングの定義に  























法である（山田 2007 p39）。   
コミュニティ・サービス法（The Nationaland  
ComnlunityServiceActof1990）によると、サービス・  
ラーニングは以下の定義を満たすプログラムとされて  
いる（山田 2007 p40）。  
1．地域社会のニーズにあったサービス・プログラム  
地域社会のニーズにあったサービス経験を通じて   
主体的な参加の中から学び、成長すること、また児   
童・生徒・学生に地域社会の中で現実の生活を体験   
させ、獲得している知識や技能を使う機会を与える   
こと。  
2．市民性を酒養するプログラム  
学校（教室）を超え、地域社会の中に入った児童・   
生徒・学生の学びを深めることに力を入れ、他者を   
思いやり行動することで市民性、道徳性、倫理観の   
向上を援助すること。  
3．児童・生徒・学生の教科カリキュラムとサービス活   
動が関連したプログラム  
教科カリキュラムへの統合がなされたものであり、   
かつ児童・生徒・学生がサービス活動の中で行動し   
見聞したことについて、考える・話す・書くことな   
どのリテラシーの養成が意図されたカリキュラムで   
あること。  
4．参加者に経験活動の振り返り（総括）の時間を含ん   













安定なものにならざるをえない。   
実は、筆者らは上記のような「苦い体験」を繰り返  
してきた。   
例えば、筆者らは温暖化対策を掲げて、小学校での  






ある。   
その結果、大木町には視察が相次ぎ、多くの自治体  
の省エネルギービジョンに、自治体が取り組むべき事  















付くことも普及することもなかった。   
このような実践と反省に立って今回の循環授業を企  
















児童の循環授業への取り組む意欲が高まった。   
このようにして、環境教育の一つである循環授業を  
「地域・教育現場に埋め込む」ことに成功したと考え  
ている。   




といった調査などもおこなっていない。   
これらは、今後の課題として取り組んでいく予定で  
ある。  
付記   
循環授業を実施するにあたって、以下の研究事業を  
活用した。  
・エネルギー教育調査普及事業（長崎大学）（2007・   
08年度）  
・科学研究費 基盤研究（C）   
政策ツールとしての環境教育・食教育プログラムの   
開発・実証・普及（2005～07年度）  
・共同研究 大木町「循環センター活用プランの研究」  
（2006・07年度）  
写真1．「くるるん」の兼義室で、循環事業の実施  
－75－   
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